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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本圃に直接種子、種芋または球根を播いて栽培する作物の生育期に、式〔Ｉａ〕
【化１】

〔式中、Ｒ１がハロゲン原子またはＣ１－６ハロアルキル基を表し、Ｒ２がハロゲン原子
を表し、Ｒ３およびＲ５がＣ１－６アルキル基を表し、Ｒ４が水素原子またはハロゲン原
子を表し、ＸがＮを表す。〕で表される化合物またはその塩から選択される１種または２
種以上の化合物と、ジノテフランもしくはチアメトキサムとを、本圃の土壌に潅注処理、
株元処理、あるいは株元処理土壌混和処理することを特徴とする害虫防除方法。
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【請求項２】
　害虫が、ハスモンヨトウである請求項１記載の害虫防除方法。
【請求項３】
　本圃に直接種子、種芋または球根を播いて栽培する作物が、ダイズである請求項１また
は２記載の害虫防除方法。
【請求項４】
　式〔Ｉａ〕
【化２】

〔式中、Ｒ１がハロゲン原子またはＣ１－６ハロアルキル基を表し、Ｒ２がハロゲン原子
を表し、Ｒ３およびＲ５がＣ１－６アルキル基を表し、Ｒ４が水素原子またはハロゲン原
子を表し、ＸがＮを表す。〕で表される化合物またはその塩から選択される１種または２
種以上の化合物およびチアメトキサムを含有する殺虫剤組成物。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般式〔Ｉ〕で表される化合物またはその塩と一般式〔ＩＩ〕で表されるネ
オニコチノイド系化合物とを含有する優れた殺虫作用を有する組成物およびこれらの混合
物を使用する害虫防除方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本発明で用いる式〔Ｉ〕で表される化合物は殺虫作用を有する公知化合物である（特許
文献１、特許文献２、特許文献３参照）。
【０００３】
　また、本発明で用いる一般式〔ＩＩ〕で表されるネオニコチノイド系化合物は殺虫活性
を有する公知化合物であり、例えばペスチサイドマニュアル第１２版（非特許文献１）等
に記載のクロチアニジン（化学名：（Ｅ）－１－（２－クロロ－１，３－チアゾール－５
－イルメチル）－３－メチル－２－ニトログアニジン；非特許文献１、Ｎｏ．１６５、１
９７頁；特許文献４）、ニテンピラム（化学名：（Ｅ）－Ｎ－（６－クロロ－３－ピリジ
ルメチル）－Ｎ－エチル－Ｎ’－メチル－２－ニトロビニリデンジアミン；非特許文献１
、Ｎｏ．５６２、６７４頁；特許文献５）、イミダクロプリド（化学名：１－（６－クロ
ロ－３－ピリジルメチル）－Ｎ－ニトロイミダゾリジン－２－イリデンアミン；非特許文
献１、Ｎｏ．４４６、５３７頁；特許文献６）、チアメトキサム（化学名：３－（２－ク
ロロ－１，３－チアゾール－５－イルメチル）－５－メチル－１，３，５－オキサジアジ
ナン－４－イリデン（ニトロ）アミン；非特許文献１、Ｎｏ．７５１、８９６頁；特許文
献７）、アセタミプリド（化学名：（Ｅ）－Ｎ－［（６－クロロ－３－ピリジル）メチル
］－Ｎ’－シアノ－Ｎ－メチルアセトアニジン；非特許文献１、Ｎｏ．６、９頁；特許文
献８）、ジノテフラン（化学名：（ＲＳ）－１－メチル－２－ニトロ－３－（テトラヒド
ロ－３－フリルメチル）グアニジン；非特許文献１、Ｎｏ．２６５、３１９頁；特許文献
９）、チアクロプリド（化学名：３－（６－クロロ－３－ピリジルメチル）－１，３－チ
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アゾリジン－２－イリデンシアナミド；ＣＡＳ　ｒｅｇｉｓｔｒｙ　Ｎｏ．１１１９８８
－４９－９；特許文献１０）等が挙げられる。
【０００４】
　また、式〔Ｉ〕で表される化合物と混合できる化合物の例として、上記したようなネオ
ニコチノイド系化合物が他の多数の殺虫剤と共に示されている(特許文献１～３)が、実際
にネオニコチノイド系化合物と混合使用した実施例は一切記載されていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】国際公開第０１／０７０６７１号パンフレット
【特許文献２】国際公開第０３／０１５５１９号パンフレット
【特許文献３】国際公開第０３／０１６２８４号パンフレット
【特許文献４】特開平３－１５７３０８号公報
【特許文献５】特開平２－０００１７１号公報
【特許文献６】特開昭６１－１７８９８１号公報
【特許文献７】特開平６－１８３９１８号公報
【特許文献８】特開平４－１５４７４１号公報
【特許文献９】特開平７－１７９４４８号公報
【特許文献１０】特開昭６２－２０７２６６号公報
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】農薬マニュアル第１２版（Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ　１２ｔ
ｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ）、ブリティッシュ・クロップ・プロテクション・カウンシル（Ｂｒ
ｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　近年、様々な化学物質による環境汚染は地球規模の問題として捉えられ、化学物質の環
境放出を極力抑制しようとする社会的要望がある。農業分野においても遺伝子組み換え作
物の創出、天敵生物による有害生物の防除や物理的防除等化学物質以外による有害生物防
除方法が多様に検討されている。
　しかし、これら化学物質以外による有害生物防除方法は、特定の病害虫しか防除できな
い、効果が不安定である等多くの問題を抱え化学物質による防除の必要性は未だ低下して
いない。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者らは環境汚染等の観点から農薬施用量の低減を目指して鋭意研究を重ねた結果
、一般式〔Ｉ〕で表される化合物と一般式〔ＩＩ〕で表されるネオニコチノイド系化合物
との混合物が、それぞれ単独で用いられる場合に期待される効果より高い効果を発現し、
そのため、施用量の低減あるいは施用回数の低減が可能であることを見出した。また、こ
れらの混合物を、種子、種芋、あるいは作物を栽培する苗床の土壌や本圃の土壌等、害虫
が直接加害する部位以外の場所に施用することによっても、極めて効果的に害虫を防除で
きることも見いだし、さらに鋭意検討の結果、本発明の完成に至った。
【０００９】
　すなわち本発明は、
　［１］　式〔Ｉ〕
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【化１】

〔式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は同一または異なって、水素原子、Ｃ１－６アルキ
ル基、Ｃ１－６ハロアルキル基またはハロゲン原子を表し、Ｒ５は水素原子またはＣ１－

６アルキル基を表し、ＸはＣＨまたはＮを表し、ｎは０～３を表す〕で表わされる化合物
またはその塩から選択される１種または２種以上の化合物と
式〔ＩＩ〕

【化２】

〔式中、ＹはＣＨ２、ＳまたはＮＲ６（Ｒ６は水素原子またはＣ１－６アルキル基を示す
）を表し、ＺはＮまたはＣＨを表し、Ｗはシアノ基またはニトロ基を表し、ＡおよびＢは
同一または異なって、水素原子またはＣ１－６アルキル基を表すか、あるいは両者が隣接
するＹ、ＣおよびＮと一緒になって式

【化３】

で示される環を形成していることを表し、該環［Ａ］が、式
【化４】

（式中、Ｒ６は前記と同意義を、Ｒ７は水素原子またはＣ１－６アルキル基を示す）を表
し、また式
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【化５】

はピリジル基、チアゾリル基およびテトラヒドロフリル基から選択される複素環基を示し
、該複素環基はハロゲン原子で１～３個置換されていてもよい〕で表されるネオニコチノ
イド系化合物とを含有する殺虫剤組成物、
【００１０】
　［２］　式〔Ｉ〕で表される化合物が

【化６】

〔式中の記号は前記と同意義を表す〕で表される化合物である前記［１］記載の殺虫剤組
成物、
【００１１】
　［３］　一般式〔Ｉａ〕で表される化合物において、Ｒ１がハロゲン原子またはＣ１－

６ハロアルキル基を表し、Ｒ２がハロゲン原子を表し、Ｒ３およびＲ５がＣ１－６アルキ
ル基を表し、Ｒ４が水素原子またはハロゲン原子を表し、ＸがＮを表す前記［２］記載の
殺虫剤組成物、
【００１２】
　［４］　一般式〔Ｉａ〕で表される化合物において、Ｒ１が塩素原子、臭素原子または
トリフルオロメチル基を表し、Ｒ２が塩素原子を表し、Ｒ３がメチル基を表し、Ｒ５がイ
ソプロピル基を表し、Ｒ４が水素原子または塩素原子を表し、ＸがＮを表す前記［２］記
載の殺虫剤組成物、
【００１３】
　［５］　一般式〔Ｉａ〕で表される化合物が、２－［１－（３－クロロピリジン－２－
イル）－３－トリフルオロメチルピラゾール－５－イルカルボニルアミノ］－Ｎ－イソプ
ロピル－３－メチル安息香酸アミド、５－クロロ－２－［１－（３－クロロピリジン－２
－イル）－３－トリフルオロメチルピラゾール－５－イルカルボニルアミノ］－Ｎ－イソ
プロピル－３－メチル安息香酸アミド、２－［１－（３－クロロピリジン－２－イル）－
３－クロロピラゾール－５－イルカルボニルアミノ］－Ｎ－イソプロピル－３－メチル安
息香酸アミド、５－クロロ－２－［１－（３－クロロピリジン－２－イル）－３－クロロ
ピラゾール－５－イルカルボニルアミノ］－Ｎ－イソプロピル－３－メチル安息香酸アミ
ド、２－［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）ピラゾール－５－イルカ
ルボニルアミノ］－Ｎ－イソプロピル－３－メチル安息香酸アミドまたは２－［３－ブロ
モ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）ピラゾール－５－イルカルボニルアミノ］－
５－クロロ－Ｎ－イソプロピル－３－メチル安息香酸アミドである前記［２］記載の殺虫
剤組成物、
【００１４】
　［６］　一般式〔ＩＩ〕で表されるネオニコチノイド系化合物が、クロチアニジン、ニ
テンピラム、イミダクロプリド、チアクロプリド、チアメトキサム、アセタミプリドまた
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はジノテフランである前記［１］～［５］のいずれかに記載の殺虫剤組成物、
【００１５】
　［７］　一般式〔ＩＩ〕で表されるネオニコチノイド系化合物が、クロチアニジンであ
る前記［１］～［５］のいずれかに記載の殺虫剤組成物、
　［８］　前記［１］～［７］のいずれかに記載の殺虫剤組成物を害虫が直接加害する部
位以外の場所に施用することによる害虫防除方法、
【００１６】
　［９］　苗を植え付ける方法で栽培する作物の播種時から苗定植時の間に、前記［１］
～［７］のいずれかに記載の一般式〔Ｉ〕で表される化合物またはその塩および一般式〔
ＩＩ〕で表されるネオニコチノイド系化合物の２種類の化合物を混合して、混合溶液の形
態で育苗土に潅注するか、あるいは混合粒剤の形態で育苗土に散布することを特徴とする
害虫防除方法、
【００１７】
　［１０］　苗を植え付ける方法で栽培する作物の播種時から苗定植時の間に、前記［１
］～［７］のいずれかに記載の一般式〔Ｉ〕で表される化合物またはその塩および一般式
〔ＩＩ〕で表されるネオニコチノイド系化合物の２種類の化合物を含有した育苗土を用い
て苗を栽培することを特徴とする害虫防除方法、
【００１８】
　［１１］　苗を植え付ける方法で栽培する作物の苗定植時から生育期間に、前記［１］
～［７］のいずれかに記載の一般式〔Ｉ〕で表される化合物またはその塩および一般式〔
ＩＩ〕で表されるネオニコチノイド系化合物の２種類の化合物を、本圃の土壌に潅注処理
、植穴処理、植穴処理土壌混和、株元処理、あるいは株元処理土壌混和することを特徴と
する害虫防除方法、
【００１９】
　［１２］　本圃に直接種子、種芋または球根を播いて栽培する作物において、前記［１
］～［７］のいずれかに記載の一般式〔Ｉ〕で表される化合物またはその塩および一般式
〔ＩＩ〕で表されるネオニコチノイド系化合物の２種類の化合物で、種子、種芋または球
根を浸漬処理、粉衣処理あるいはコーティング処理することを特徴とする害虫防除方法、
および
【００２０】
　［１３］　本圃に直接種子、種芋または球根を播いて栽培する作物の生育期に、前記［
１］～［７］のいずれかに記載の一般式〔Ｉ〕で表される化合物またはその塩および一般
式〔ＩＩ〕で表されるネオニコチノイド系化合物の２種類の化合物を、本圃の土壌に潅注
処理、株元処理、あるいは株元処理土壌混和処理することを特徴とする害虫防除方法
に関する。
【発明の効果】
【００２１】
　一般式〔Ｉ〕で表される化合物と一般式〔ＩＩ〕で表されるネオニコチノイド系化合物
とを組み合わせることによりそれぞれ単独の成分で用いられる場合よりも高い殺虫効果、
すなわち相乗効果を発現し、そのため、農薬施用量の低減あるいは施用回数の低減が可能
である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　化合物〔Ｉ〕またはその塩およびネオニコチノイド系化合物〔ＩＩ〕は、幾何異性体お
よび／または立体異性体が存在する場合があるが、本発明はそれら各々の異性体およびそ
れらの異性体の混合物を包含する。
【００２３】
　前記式中、Ｒ１～Ｒ７で示されるＣ１－６アルキル基としては、例えば、メチル、エチ
ル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチルまたはｔｅ
ｒｔ－ブチル等が用いられる。
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　Ｒ１～Ｒ４で示されるＣ１－６ハロアルキル基としては、例えば、クロロメチル、フル
オロメチル、ブロモメチル、２－クロロエチル、ジクロロメチル、トリクロロメチル、ト
リフルオロメチル、２，２，２－トリフルオロエチル、ペンタフルオロエチル、ヘプタフ
ルオロプロピルまたはノナフルオロブチル等のハロゲン原子（例、フッ素、塩素、臭素、
ヨウ素）１～１０個（好ましくは１～５個）で置換されたＣ１－６アルキル基が用いられ
る。
【００２４】
　Ｒ１～Ｒ４で示されるハロゲン原子としては、フッ素、塩素、臭素またはヨウ素が用い
られる。
　Ｒ１としては、特にハロゲン原子およびＣ１－６ハロアルキル基が好ましく、塩素およ
びトリフロオロメチル基がさらに好ましい。
　Ｒ２としては、ハロゲン原子が好ましく、塩素が特に好ましい。置換位置は母環状基が
フェニル基の場合２位が、ピリジル基の場合３位が好ましい。
　Ｒ３としては、３位置換（置換位置は、２－アミノ安息香酸を母体とした位置をいう。
）のハロゲン原子およびＣ１－６アルキル基が好ましく、特に３－メチル基が好ましい。
　Ｒ４としては、水素、４位または５位置換（置換位置は、２－アミノ安息香酸を母体と
した位置をいう。）のハロゲン原子およびＣ１－６アルキル基が好ましく、特に好ましい
のは水素および５－クロロ基である。
　Ｒ５としてはＣ１－６アルキル基が好ましく、特にイソプロピル基が好ましい。
【００２５】
　ＸとしてはＣＨまたはＮを示すが、特にＮが好ましい。
　ｎは０～３の整数を示すが、特に１が好ましい。
　ＹはＣＨ２、ＳまたはＮＲ６を示し、ここでＲ６としては水素またはメチル基が好まし
い。
　Ｒ７としてはＣ１－６アルキル基が好ましく、特にメチル基が好ましい。
　式
【化７】

としては６－クロロ－３－ピリジル基、２－クロロ－５－チアゾリル基または３－テトラ
ヒドロフリル基が好ましい。
【００２６】
　ＹがＣＨ２の場合、Ａは水素が好ましく、Ｂはメチル基が好ましい。
　ＹがＳの場合、ＡとＢは一緒になって隣接するＹ、Ｃ、Ｎと共に環を形成するのが好ま
しい。
　ＹがＮＲ６の場合、Ａは水素またはメチル基が好ましく、Ｂは水素、メチル基またはエ
チル基が好ましい。また、ＡとＢが一緒になって隣接するＹ、Ｃ、Ｎと共に環を形成する
のも好ましい。
【００２７】
　一般式〔Ｉ〕で示される化合物としては、２－［１－（３－クロロピリジン－２－イル
）－３－トリフルオロメチルピラゾール－５－イルカルボニルアミノ］－Ｎ－イソプロピ
ル－３－メチル安息香酸アミド、５－クロロ－２－［１－（３－クロロピリジン－２－イ
ル）－３－トリフルオロメチルピラゾール－５－イルカルボニルアミノ］－Ｎ－イソプロ
ピル－３－メチル安息香酸アミド、２－［１－（３－クロロピリジン－２－イル）－３－
クロロピラゾール－５－イルカルボニルアミノ］－Ｎ－イソプロピル－３－メチル安息香
酸アミド、５－クロロ－２－［１－（３－クロロピリジン－２－イル）－３－クロロピラ
ゾール－５－イルカルボニルアミノ］－Ｎ－イソプロピル－３－メチル安息香酸アミド、
５－クロロ－２－［１－（３－クロロピリジン－２－イル）－３－クロロピラゾール－５
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－イルカルボニルアミノ］－Ｎ－イソプロピル－３－メチル安息香酸アミド、２－［３－
ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）ピラゾール－５－イルカルボニルアミノ
］－Ｎ－イソプロピル－３－メチル安息香酸アミドまたは２－［３－ブロモ－１－（３－
クロロピリジン－２－イル）ピラゾール－５－イルカルボニルアミノ］－５－クロロ－Ｎ
－イソプロピル－３－メチル安息香酸アミド等が好ましい。
【００２８】
　一般式〔ＩＩ〕で示されるネオニコチノイド系化合物としては、クロチアニジン、ニテ
ンピラム、イミダクロプリド、チアクロプリド、チアメトキサム、アセタミプリドまたは
ジノテフラン等が好ましく、特に好ましいのはクロチアニジンである。
【００２９】
　化合物〔Ｉ〕の塩としては、農薬化学上許容可能な塩であればよい。塩としては、例え
ば無機塩基（例えば、ナトリウム、カリウム、リチウム等のアルカリ金属、カルシウム、
マグネシウム等のアルカリ土類金属、アンモニア等）、有機塩基（例えば、ピリジン、コ
リジン、トリエチルアミン、トリエタノールアミン等）、無機酸（例えば塩酸、臭化水素
酸、ヨウ化水素酸、リン酸、硫酸、過塩素酸等）または有機酸（例えば、ギ酸、酢酸、酒
石酸、リンゴ酸、クエン酸、シュウ酸、コハク酸、安息香酸、ピクリン酸、メタンスルホ
ン酸、ｐ－トルエンスルホン酸等）との塩等が挙げられる。
　化合物〔Ｉ〕またはその塩は、例えばＷＯ０１／０７０６７１、ＷＯ０３／０１５５１
９、ＷＯ０３／０１６２８４に記載の方法またはそれに準じた方法により製造することが
できる。
　ネオニコチノイド系化合物〔ＩＩ〕は公知化合物であり、例えば、クロチアニジンは特
開平３－１５７３０８(特許文献４)に記載の方法、ニテンピラムは特開平２－０００１７
１(特許文献５)に記載の方法、イミダクロプリドは特開昭６１－１７８９８１(特許文献
６)に記載の方法、チアメトキサムは特開平６－１８３９１８(特許文献７)に記載の方法
、アセタミプリドは特開平４－１５４７４１(特許文献８)に記載の方法、ジノテフランは
特開平７－１７９４４８(特許文献９)に記載の方法、また、チアクロプリドは特開昭６２
－２０７２６６(特許文献１０)に記載の方法で、あるいはそれらに準じた方法で製造する
ことができる。
【００３０】
　本発明の組成物を殺虫剤、殺虫殺ダニ剤、殺虫殺菌剤等の農薬製剤として使用するにあ
たっては、一般の農薬の取り得る形態、すなわち化合物〔Ｉ〕またはその塩の一種または
二種以上（好ましくは一種）およびネオニコチノイド系化合物〔ＩＩ〕の一種または二種
以上（好ましくは一種）を有効成分として使用目的によって適当な液体の担体に溶解させ
るか分散させ、または適当な固体担体と混合させるか吸着させ、水和剤、水性懸濁製剤、
エマルジョン、液剤、ＵＬＶ剤、粉剤、粒剤、錠剤、ジャンボ剤、ペースト、泡沫剤、エ
アゾール、マイクロカプセル、種子用被覆剤、燻蒸剤、燻煙剤、作物体灌注用スティック
剤または油剤等の剤型として使用する。これらの製剤は必要ならば例えば軟膏基剤、乳化
剤、懸濁剤、展着剤、浸透剤、湿潤剤、分散剤、安定化剤、結合剤、流動助剤、固結防止
剤、凝集剤、酸化防止剤、浮遊剤、消泡剤、凍結防止剤、防腐剤、水分除去剤、紫外線吸
収剤、紫外線散乱剤、着色剤または懸濁安定剤等を適宜添加してもよく、自体公知の方法
で調製することができる。すなわち、化合物〔Ｉ〕またはその塩、ネオニコチノイド系化
合物〔ＩＩ〕、液体担体または固体担体、上記した各種添加剤等を均一に混合することに
より製造することができる。
【００３１】
　例えば乳剤は、化合物〔Ｉ〕またはその塩およびネオニコチノイド系化合物〔ＩＩ〕、
並びに乳化剤および有機溶剤等を均一に混合溶解することにより製造できる。例えば粒剤
、顆粒水和剤等は、化合物〔Ｉ〕またはその塩、ネオニコチノイド系化合物〔ＩＩ〕、分
散剤（界面活性剤）、結合剤、増量剤（または固体担体）等を均一に混合し造粒すること
により製造できる。例えば粉剤（ＤＬ粉剤等）は、化合物〔Ｉ〕またはその塩、ネオニコ
チノイド系化合物〔ＩＩ〕および増量剤（または固体担体）等を均一に混合粉砕すること
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により製造できる。例えばフロアブル剤は、化合物〔Ｉ〕またはその塩、ネオニコチノイ
ド系化合物〔ＩＩ〕、分散剤等の成分を攪拌機を用いて混合分散し、ダイノミル等を用い
て湿式粉砕することにより製造される。例えばジャンボ剤は、化合物〔Ｉ〕またはその塩
、ネオニコチノイド系化合物〔ＩＩ〕、分散剤（界面活性剤）、結合剤、浮遊剤および増
量剤（または固体担体）等を均一に混合し造粒することにより製造できる。
【００３２】
　使用する液体担体（溶剤、有機溶剤）としては、例えば水、アルコール類（例えばメチ
ルアルコール、エチルアルコール、ｎ－プロピルアルコール、イソプロピルアルコール、
エチレングリコール等）、ケトン類（例えばアセトン、メチルエチルケトン等）、エーテ
ル類（例えばジオキサン、テトラヒドロフラン、エチレングリコールモノメチルエーテル
、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル
等）、脂肪族炭化水素類（例えばケロシン、灯油、燃料油、機械油等）、芳香族炭化水素
類（例えばベンゼン、トルエン、キシレン、ソルベントナフサ、メチルナフタレン等）、
ハロゲン化炭化水素類（例えばジクロロメタン、クロロホルム、四塩化炭素等）、酸アミ
ド類（例えばＮ、Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ、Ｎ－ジメチルアセトアミド等）、エス
テル類（例えば酢酸エチル、酢酸ブチル、脂肪酸グリセリンエステル等）またはニトリル
類（例えばアセトニトリル、プロピオニトリル等）等の溶媒が適当であり、これらは一種
または二種以上（好ましくは一種以上、三種以下）を適当な割合で混合して適宜使用する
ことができる。
【００３３】
　固体担体（希釈・増量剤）としては、植物性粉末（例えば大豆粉、タバコ粉、小麦粉、
木粉等）、鉱物性粉末（例えばカオリン、ベントナイト、セピオライト、酸性白土等のク
レイ類、滑石粉、ロウ石粉等のタルク類、珪藻土、雲母粉等のシリカ類、乳糖、硫酸アン
モニウム、尿素、重曹、チオ硫酸ナトリウム、リン酸水素２ナトリウム、酢酸ナトリウム
、炭酸ナトリウム等の水溶性物質等）、炭酸カルシウム、アルミナ、硫黄粉末または活性
炭等が用いられ、これらは一種または二種以上（好ましくは一種以上、三種以下）を適当
な割合で混合して適宜使用することができる。
【００３４】
　また、軟膏基剤としては、例えばポリエチレングリコール、ペクチン、例えばモノステ
アリン酸グリセリンエステル等の高級脂肪酸の多価アルコールエステル、例えばメチルセ
ルロース等のセルロース誘導体、アルギン酸ナトリウム、ベントナイト、高級アルコール
、例えばグリセリン等の多価アルコール、ワセリン、白色ワセリン、流動パラフィン、豚
脂、各種植物油、ラノリン、脱水ラノリン、硬化油、樹脂類等の一種または二種以上（好
ましくは一種以上、三種以下）、あるいはこれらに下記に示す各種界面活性剤を一種また
は二種以上（好ましくは一種以上、四種以下）添加したもの等が適宜使用される。
【００３５】
　乳化剤、展着剤、浸透剤、湿潤剤または分散剤等として使用される界面活性剤としては
、非イオン系界面活性剤として、例えば、石鹸類、ポリオキシエチレンアルキルエーテル
類（ニューカルゲンＤ１５０４、ノイゲンＥＴ６５、ノイゲンＥＴ８３、ノイゲンＥＴ１
５７等）、ポリオキシエチレンアルキルアリルエーテル類（ノイゲンＥＡ９２、ノイゲン
ＥＡ１４２等）、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル類、ポリオキシエチレン
ノニルフェニルエーテル類（ノニポール２０、ノニポール１００等）、ポリオキシエチレ
ンポリオキシプロピレンエーテル類、ポリオキシエチレンジスチレン化フェニルエーテル
（ノイゲンＥＡ８７、ノイゲンＥＡ１７７等）、ポリオキシエチレンアルキルエステル類
（イオネットＭＯ２０、イオネットＭＯ６００等）、ソルビタン脂肪酸エステル（レオド
ールＳＰ－Ｓ１０、レオドールＴＷ－Ｓ２０等）、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸
エステル類、酸化エチレンと酸化プロピレンのブロック共重合物（ニューポールＰＥ６４
）、高級脂肪酸アルカノールアマイド、アルキルマレイン酸共重合物（デモールＥＰ）、
多価アルコールエステル類（ツイーン２０、ツイーン８０等）等が用いられ、陽イオン系
界面活性剤として、例えば、アルキルアミン塩、第４級アンモニウム塩等が用いられ、陰
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イオン系界面活性剤として、例えば、ナフタレンスルホン酸重縮合物金属塩、ナフタレン
スルホン酸塩のホルマリン縮合物（ニューカルゲンＦＳ４等）、アルキルナフタレンスル
ホン酸塩（ソルポール５１１５等）、リグニンスルホン酸金属塩、アルキルアリルスルホ
ン酸塩、アルキルアリルスルホネート硫酸塩等の高分子化合物、ポリスチレンスルホン酸
ナトリウム塩、ポリカルボン酸金属塩、ポリオキシエチレンヒスチジルフェニルエーテル
サルフェートアンモニウム、高級アルコールスルホン酸塩、高級アルコールエーテルスル
ホン酸塩、ジアルキルスルホサクシネート（ニューカルゲンＥＰ７０Ｐ等）または高級脂
肪酸アルカリ金属塩等が用いられる。
【００３６】
　安定化剤としては、エポキシ基を有する化合物、抗酸化剤〔例、ジブチルヒドロキシト
ルエン（ＢＨＴ）、ブチルヒドロキシアニソール（ＢＨＡ）、テトラキス〔３－（３，５
－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオニルオキシメチル〕メタン
（Ｉｒｇａｎｏｘ　１０１０）、ＤＬ－トコフェロール、没食子酸プロピル、エリソルビ
ン酸、エリソルビン酸ナトリウム、クエン酸イソプロピル等〕、リン酸、ＰＡＰ助剤（イ
ソプロピルアシッドフォスフェート）、シクロデキストリン（トヨデリンＰ）またはトー
ル油脂肪酸（ハ－トール脂肪酸）等が用いられ、これらは一種または二種以上（好ましく
は一種以上、三種以下）を適当な割合で混合して適宜使用することができる。
【００３７】
　結合剤としては、デキストリン、アルファ化澱粉、ポリビニルアルコール、アラビアガ
ム、アルギン酸ナトリウム、ポリビニルピロリドン、グルコース、ショ糖、マンニトール
またはソルビトール等が用いられ、これらは一種または二種以上（好ましくは一種以上、
三種以下）を適当な割合で混合して適宜使用することができる。
【００３８】
　流動助剤としては、ＰＡＰ助剤（例、イソプロピルアシッドホスフェート）、タルク等
が用いられ、これらは一種または二種以上（好ましくは一種以上、三種以下）を適当な割
合で混合して適宜使用することができる。
　固結防止剤としては、ホワイトカーボン、珪藻土、ステアリン酸マグネシウム、酸化ア
ルミニウムまたは二酸化チタン等が用いられ、これらは一種または二種以上（好ましくは
一種以上、三種以下）を適当な割合で混合して適宜使用することができる。
【００３９】
　凝集剤としては、流動パラフィン、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリ
エチレングリコールまたはイソブチレン重合体（例、ＩＰソルベント）等が用いられ、こ
れらは一種または二種以上（好ましくは一種以上、三種以下）を適当な割合で混合して適
宜使用することができる。
【００４０】
　酸化防止剤としては、ジブチルヒドロキシトルエン、４，４－チオビス－６－ｔｅｒｔ
－ブチル－３－メチルフェノール、ブチルヒドロキシアニソール、パラオクチルフェノー
ル、モノ（またはジまたはトリ）（α－メチルベンジル）フェノ－ル、２，６－ジ－ｔｅ
ｒｔ－ブチル－４－メチルフェノールまたはテトラキス［３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－
ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオニルオキシメチル］メタン等が用いられ、こ
れらは一種または二種以上（好ましくは一種以上、三種以下）を適当な割合で混合して適
宜使用することができる。
【００４１】
　浮遊剤は特にジャンボ剤の製造に用いられ、比重が１以下（好ましくは１～０．５）の
粉末基剤等が好ましい。該粉末基剤としてはその粒子径が６００μｍ以下、好ましくは６
００μｍ～１０μｍであるものがよく、無機物では天然のガラス質を焼成加工することに
より、その中に独立した１個または複数個の気泡を有するものであり、例えば真珠岩や黒
曜石からなるパーライト、シラスよりなるシラスバルーン（商品名）、蛭石よりなるバー
ミキュライト等や、アルミノシリケート系で同じく焼成加工することにより得られる微小
中空体のフィライト（商品名）等が挙げられる。また、有機物では、一般にろう状物質と
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呼ばれる、常温で固体のステアリン酸やパルミチン酸等の高級脂肪酸や、ステアリルアル
コール等の高級アルコール、パラフィンワックス等が挙げられるが、これらのろう状物質
は撥水性であるため、水が浸透し難く、ろう状物質内にいつまでも農薬活性成分が閉じ込
められ、水中へ分散しがたくなる恐れもあり、好ましくは上記のガラス質中空体と混合し
て用いられる。
【００４２】
　消泡剤としては、シリコン系消泡剤（例えば、アンチホームＥ２０）等が用いられ、こ
れらは一種または二種以上（好ましくは一種以上、三種以下）を適当な割合で混合して適
宜使用することができる。
【００４３】
　凍結防止剤としては、エチレングリコール、ジエチレングリコール、ポリエチレングリ
コールまたはグリセリン等が用いられ、これらは一種または二種以上（好ましくは一種以
上、三種以下）を適当な割合で混合して適宜使用することができる。
【００４４】
　防腐剤としては、ブチルパラベンまたはソルビン酸カリウム等が用いられ、これらは一
種または二種以上（好ましくは一種以上、三種以下）を適当な割合で混合して適宜使用す
ることができる。
【００４５】
　水分除去剤としては、無水石膏、シリカゲル粉末等が用いられ、これらは一種または二
種以上（好ましくは一種以上、三種以下）を適当な割合で混合して適宜使用することがで
きる。
【００４６】
　紫外線吸収剤としては、２－（２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリ
アゾール、２－エトキシ－２’メチルオキザリックアシッドビスアニリドまたはコハク酸
ジメチル－１－（２－ヒドロキシエチル）－４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラメ
チルピペリジン重縮合物等が用いられ、これらは一種または二種以上（好ましくは一種以
上、三種以下）を適当な割合で混合して適宜使用することができる。
【００４７】
　紫外線散乱剤としては、二酸化チタン等が用いられ、これらは一種または二種以上（好
ましくは一種以上、三種以下）を適当な割合で混合して適宜使用することができる。
【００４８】
　着色剤としては、シアニングリーンＧ、エリオグリーンＢ４００等が用いられ、これら
は一種または二種以上（好ましくは一種以上、三種以下）を適当な割合で混合して適宜使
用することができる。
【００４９】
　懸濁安定剤としては、ポリビニルアルコール（ゴーセノールＧＨ１７等）、粘土鉱物（
クニピアＦ、ＶＥＥＧＵＭ　Ｒ等）または二酸化ケイ素（アエロジルＣＯＫ８４等）等が
用いられ、これらは一種または二種以上（好ましくは一種以上、三種以下）を適当な割合
で混合して適宜使用することができる。
【００５０】
　ジャンボ剤や粉剤、粒剤、顆粒水和剤、水和剤等では散布に際して簡便なように、２０
～２００ｇの単位で水溶性フィルムに包装して使用してもよい。該水溶性フィルムとして
はポリビニルアルコール、カルボキシメチルセルロース、デンプン、ゼラチン、ポリビニ
ルピロリドン、ポリアクリル酸およびその塩、プルラン（商品名：でんぷん系多糖類）ま
たはパオゲン（商品名：熱可塑性水溶性ポリマー）等が挙げられる。
　本発明の組成物製剤の製造においては、必要に応じ、その片方あるいは両方を放出制御
し、より長期間その殺虫効果を維持することも可能である。
【００５１】
　本発明の組成物における化合物〔Ｉ〕またはその塩およびネオニコチノイド系化合物〔
ＩＩ〕の総量の含有割合は、組成物全量に対して、通常約０．１～８０重量％である。具
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体的には、例えば、乳剤、液剤、水和剤（例えば、顆粒水和剤）、水性懸濁製剤またはマ
イクロエマルジョン等で用いる場合は、通常約１～８０重量％程度、好ましくは約１０～
５０重量％程度が適当である。例えば、油剤、粉剤等で用いる場合は、通常約０．１～５
０重量％程度、好ましくは約０．１～２０重量％程度が適当である。例えば、粒剤、錠剤
、ジャンボ剤等で用いる場合は、通常約０．５～５０重量％程度、好ましくは約０．５～
１０重量％程度が適当である。
【００５２】
　本発明の組成物において化合物〔Ｉ〕またはその塩とネオニコチノイド系化合物〔ＩＩ
〕はそれぞれ重量比１：０．１～１：２０の割合で含有するのが好ましく、重量比１：０
．２～１：１０で含有するのがさらに好ましい。
【００５３】
　上記有効成分以外の添加剤の含量は、農薬活性成分の種類または含量、あるいは製剤の
剤形等によって異なるが、通常約０．００１～９９．９重量％程度、好ましくは約１～９
９重量％程度である。より具体的には、組成物全量に対して、界面活性剤を通常約１～３
０重量％程度、好ましくは約１～１５重量％、流動助剤を約１～２０重量％程度、担体を
約１～９０重量％、好ましくは約１～７０重量％を添加するのが好ましい。具体的には、
液剤を製造する場合は、界面活性剤を通常約１～２０重量％程度、好ましくは１～１０重
量％程度と、水を約２０～９０重量％添加するのが好ましい。乳剤を製造する場合は、界
面活性剤を通常約１～３０重量％、好ましくは約２～１５重量％、と有機溶媒を加えるの
が望ましい。顆粒水和剤を製造する場合は、界面活性剤を通常約０．１～１０重量％、好
ましくは約０．５～５重量％、結合剤を約０．１～１５重量％、好ましくは約０．５～５
重量％、乳糖、硫安あるいはクレー等の増量剤を加えるのが望ましい。粒剤を製造する場
合は、界面活性剤を通常約０．１～１０重量％、好ましくは約０．５～５重量％、安定化
剤を約０．１～１０重量％、好ましくは約０．５～５重量％、クレー等の増量剤を加える
のが望ましい。ジャンボ剤を製造する場合は、界面活性剤を通常約０．１～１５重量％、
好ましくは約０．５～５重量％、結合剤を約０．５～１０重量％、好ましくは約０．５～
５重量％、浮遊剤を約０．５～４０重量％、好ましくは約１～２０重量％、クレー等の増
量剤を加えるのが望ましい。
　水和剤（例えば、顆粒水和剤）等は使用に際して、水等で適宜希釈増量（例えば、約１
００～５，０００倍）して散布するのがよい。
【００５４】
　また、本発明の組成物においては化合物〔Ｉ〕またはその塩、およびネオニコチノイド
系化合物〔ＩＩ〕以外に例えば、他の殺虫活性成分、殺ダニ活性成分、殺菌活性成分、殺
線虫活性成分、除草活性成分、植物ホルモン剤、植物成長調節物質、共力剤（例、ピペロ
ニル　ブトキシド（ｐｉｐｅｒｏｎｙｌ　ｂｕｔｏｘｉｄｅ）、セサメックス　スルホキ
シド（ｓｅｓａｍｅｘ　ｓｕｌｆｏｘｉｄｅ）、ＭＧＫ　２６４、Ｎ－デシルイミダゾー
ル（Ｎ－ｄｅｃｌｙｉｍｉｄａｚｏｌｅ）、ＷＡＲＦ－アンチレジスタント（ＷＡＲＦ－
ａｎｔｉｒｅｓｉｓｔａｎｔ）、ＴＢＰＴ、ＴＰＰ、ＩＢＰ、ＰＳＣＰ、ＣＨ３Ｉ、ｔ－
フェニルブテノン（ｔ－ｐｈｅｎｙｌｂｕｔｅｎｏｎｅ）、マレイン酸ジエチル（ｄｉｅ
ｔｈｙｌｍａｌｅａｔｅ）、ＤＭＣ、ＦＤＭＣ、ＥＴＰ、ＥＴＮ）、誘引剤、忌避剤また
は肥料等とを配合し、適宜使用することも可能である。
　このような配合可能な殺虫活性成分、殺ダニ活性成分および殺菌活性成分の例を以下に
記載する。
【００５５】
殺虫活性成分：
　Ｏ－エチル　Ｏ－４－ニトロフェニル　フェニルホスホノチオアート（ＥＰＮ）、アセ
フェート（ａｃｅｐｈａｔｅ）、イソキサチオン（ｉｓｏｘａｔｈｉｏｎ）、イソフェン
ホス（ｉｓｏｆｅｎｐｈｏｓ）、イソプロカルブ（ｉｓｏｐｒｏｃａｒｂ）、エトリムホ
ス（ｅｔｒｉｍｆｏｓ）、オキシデプロホス（ｏｘｙｄｅｐｒｏｆｏｓ）、キナルホス（
ｑｕｉｎａｌｐｈｏｓ）、キャドサホス（ｃａｄｕｓａｆｏｓ）、クロルエトキシホス（
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ｃｈｌｏｒｅｔｈｏｘｙｆｏｓ）、クロルピリホス（ｃｈｌｏｒｐｙｒｉｆｏｓ）、クロ
ルピリホス－メチル（ｃｈｌｏｒｐｙｒｉｆｏｓ－ｍｅｔｈｙｌ）、クロロフェンビンホ
ス（ｃｈｌｏｒｏｆｅｎｖｉｎｐｈｏｓ）、サリチオン（ｓａｌｉｔｈｉｏｎ）、シアノ
ホス（ｃｙａｎｏｐｈｏｓ）、ジスルホトン（ｄｉｓｕｌｆｏｔｏｎ）、ジメトエート（
ｄｉｍｅｔｈｏａｔｅ）、スルプロホス（ｓｕｌｐｒｏｆｏｓ）、ダイアジノン（ｄｉａ
ｚｉｎｏｎ）、チオメトン（ｔｈｉｏｍｅｔｏｎ）、テトラクロルビンホス（ｔｅｔｒａ
ｃｈｌｏｒｖｉｎｐｈｏｓ）、テブピリムホス（ｔｅｂｕｐｉｒｉｍｆｏｓ）、トリクロ
ルホン（ｔｒｉｃｈｌｏｒｐｈｏｎ）、ネイルド（ｎａｌｅｄ）、バミドチオン（ｖａｍ
ｉｄｏｔｈｉｏｎ）、ピラクロホス（ｐｙｒａｃｌｏｐｈｏｓ）、ピリダフェンチオン（
ｐｙｒｉｄａｆｅｎｔｈｉｏｎ）、ピリミホス－メチル（ｐｉｒｉｍｉｐｈｏｓ－ｍｅｔ
ｈｙｌ）、フェニトロチオン（ｆｅｎｉｔｒｏｔｈｉｏｎ）、フェンチオン（ｆｅｎｔｈ
ｉｏｎ）、フェントエート（ｐｈｅｎｔｈｏａｔｅ）、ブタチオホス（ｂｕｔａｔｈｉｏ
ｆｏｓ）、プロチオホス（ｐｒｏｔｈｉｏｆｏｓ）、プロパホス（ｐｒｏｐａｐｈｏｓ）
、プロフェノホス（ｐｒｏｆｅｎｏｆｏｓ）、ベンクロチアズ（ｂｅｎｃｌｏｔｈｉａｚ
）、ホサロン（ｐｈｏｓａｌｏｎｅ）、ホスチアゼート（ｆｏｓｔｈｉａｚａｔｅ）、マ
ラチオン（ｍａｌａｔｈｉｏｎ）、メチダチオン（ｍｅｔｈｉｄａｔｈｉｏｎ）、メトル
カルブ（ｍｅｔｏｌｃａｒｂ）、モノクロトホス（ｍｏｎｏｃｒｏｔｏｐｈｏｓ）、フェ
ノブカルブ（ＢＰＭＣ）、３，５－キシリルＮ－メチルカーバメート（ＸＭＣ）、アラニ
カルブ（ａｌａｎｙｃａｒｂ）、エチオフェンカルブ（ｅｔｈｉｏｆｅｎｃａｒｂ）、カ
ルバリル（ｃａｒｂａｒｙｌ）、カルボスルファン（ｃａｒｂｏｓｕｌｆａｎ）、カルボ
フラン（ｃａｒｂｏｆｕｒａｎ）、キシリルカルブ（ｘｙｌｙｌｃａｒｂ）、クロエトカ
ルブ（ｃｌｏｅｔｈｏｃａｒｂ）、チオジカルブ（ｔｈｉｏｄｉｃａｒｂ）、トリアゼメ
イト（ｔｒｉａｚａｍａｔｅ）、ピリミカーブ（ｐｉｒｉｍｉｃａｒｂ）、フェノキシカ
ーブ（ｆｅｎｏｘｙｃａｒｂ）、フェノチオカルブ（ｆｅｎｏｔｈｉｏｃａｒｂ）、フラ
チオカルブ（ｆｕｒａｔｈｉｏｃａｒｂ）、プロポクスル（ｐｒｏｐｏｘｕｒ）、ベンダ
イオカルブ（ｂｅｎｄｉｏｃａｒｂ）、ベンフラカルブ（ｂｅｎｆｕｒａｃａｒｂ）、メ
ソミル（ｍｅｔｈｏｍｙｌ）、アクリナトリン（ａｃｒｉｎａｔｈｒｉｎ）、イミプロト
リン（ｉｍｉｐｒｏｔｈｒｉｎ）、エトフェンプロックス（ｅｔｈｏｆｅｎｐｒｏｘ）、
シクロプロトリン（ｃｙｃｌｏｐｒｏｔｈｒｉｎ）、シグマ－サイパーメスリン（ｓｉｇ
ｍａ－ｃｙｐｅｒｍｅｔｈｒｉｎ）、シハロトリン（ｃｙｈａｌｏｔｈｒｉｎ）、シフル
トリン（ｃｙｆｌｕｔｈｒｉｎ）、シペルメトリン（ｃｙｐｅｒｍｅｔｈｒｉｎ）、シラ
フルオフェン（ｓｉｌａｆｌｕｏｆｅｎ）、テフルトリン（ｔｅｆｌｕｔｈｒｉｎ）、デ
ルタメトリン（ｄｅｌｔａｍｅｔｈｒｉｎ）、トラロメトリン（ｔｒａｌｏｍｅｔｈｒｉ
ｎ）、フェンバレレート（ｆｅｎｖａｌｅｒａｔｅ）、フェンプロパトリン（ｆｅｎｐｒ
ｏｐａｔｈｒｉｎ）、フルシスリネート（ｆｌｕｃｙｔｈｒｉｎａｔｅ）、フルバリネー
ト（ｆｌｕｖａｌｉｎａｔｅ）、フルフェンプロックス（ｆｌｕｆｅｎｏｐｒｏｘ）、フ
ルプロキシフェン（ｆｌｕｐｒｏｘｙｆｅｎ）、プロフルトリン（ｐｒｏｆｌｕｔｈｒｉ
ｎ）、ベータ－シフルトリン（ｂｅｔａ－ｃｙｆｌｕｔｈｒｉｎ）、ベンフルスリン（ｂ
ｅｎｆｌｕｔｈｒｉｎ）、ペルメトリン（ｐｅｒｍｅｔｈｒｉｎ）、カルタップ（ｃａｒ
ｔａｐ）、チオシクラム（ｔｈｉｏｃｙｃｌａｍ）、ベンスルタップ（ｂｅｎｓｕｌｔａ
ｐ）、アベルメクチン（ａｖｅｒｍｅｃｔｉｎ）、エマメクチンベンゾエート（ｅｍａｍ
ｅｃｔｉｎ－ｂｅｎｚｏａｔｅ）、クロルフルアズロン（ｃｈｌｏｒｆｌｕａｚｕｒｏｎ
）、シロマジン（ｃｙｒｏｍａｚｉｎｅ）、ジアフェンチウロン（ｄｉａｆｅｎｔｈｉｕ
ｒｏｎ）、ジクロルボス（ｄｉｃｈｌｏｒｖｏｓ）、ジフルベンズロン（ｄｉｆｌｕｂｅ
ｎｚｕｒｏｎ）、スピノシン（ｓｐｙｎｏｓｙｎ）、スピロメシフェン（ｓｐｉｒｏｍｅ
ｓｉｆｅｎ）、テフルベンズロン（ｔｅｆｌｕｂｅｎｚｕｒｏｎ）、テブフェノジド（ｔ
ｅｂｕｆｅｎｏｚｉｄｅ）、ハイドロプレン（ｈｙｄｒｏｐｒｅｎｅ）、バニリプロール
（ｖａｎｉｌｉｐｒｏｌｅ）、ピメトロジン（ｐｙｍｅｔｒｏｚｉｎｅ）、ピリプロキシ
フェン（ｐｙｒｉｐｒｏｘｙｆｅｎ）、フィプロニル（ｆｉｐｒｏｎｉｌ）、フルフェノ
クスロン（ｆｌｕｆｅｎｏｘｕｒｏｎ）、ブプロフェジン（ｂｕｐｒｏｆｅｚｉｎ）、ヘ
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キサフルムロン（ｈｅｘａｆｌｕｍｕｒｏｎ）、ミルベマイシン（ｍｉｌｂｅｍｙｃｉｎ
）、ルフェヌロン（ｌｕｆｅｎｕｒｏｎ）、クロルフェナピル　（ｃｈｌｏｒｐｈｅｎａ
ｐｙｒ）、ピリダリル（ｐｙｒｉｄａｌｙｌ）、フルフェンジアミド（ｆｌｕｆｅｎｄｉ
ａｍｉｄｅ）、ＳＩ－０００９、メトフルトリン（ｍｅｔｏｆｌｕｔｈｒｉｎ）、ノビフ
ルムロン（ｎｏｖｉｆｌｕｍｕｒｏｎ）、ジメフルトリン（ｄｉｍｅｆｌｕｔｈｒｉｎ）
、シフルメトフェン（ｃｙｆｌｕｍｅｔｏｆｅｎ）、ピラフルプロール（ｐｙｒａｆｌｕ
ｐｒｏｌｅ）、ピリプロール（ｐｙｒｉｐｒｏｌｅ）
【００５６】
殺ダニ活性成分：
　クロフェンテジン（ｃｌｏｆｅｎｔｅｚｉｎｅ）、ジエノクロル（ｄｉｅｎｏｃｈｌｏ
ｒ）、テブフェンピラド（ｔｅｂｕｆｅｎｐｙｒａｄ）、ピリダベン（ｐｙｒｉｄａｂｅ
ｎ）、ヘキシチアゾックス（ｈｅｘｙｔｈｉａｚｏｘ）、フェナザキン（ｆｅｎａｚａｑ
ｕｉｎ）、フェンピロキシメート（ｆｅｎｐｙｒｏｘｉｍａｔｅ）、エトキサゾール　（
ｅｔｏｘａｚｏｌｅ）、アミトラズ（ａｍｉｔｒａｚ）、フェニソブロモレート（ｂｒｏ
ｍｏｐｒｏｐｙｌａｔｅ）、酸化フェンブタスズ（ｆｅｎｂｕｔａｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）
、ピリミジフェン（ｐｙｒｉｍｉｄｉｆｅｎ）、ＢＰＰＳ（ｐｒｏｐａｒｇｉｔｅ）、テ
ブフェンピラド（ｔｅｂｕｆｅｎｐｙｒａｄ）、ケルセン（ｄｉｃｏｆｏｌ）
【００５７】
殺菌活性成分：
　イプロベンホス（ＩＢＰ）、アムプロピルホス（ａｍｐｒｏｐｙｌｆｏｓ）、エジフェ
ンホス（ｅｄｉｆｅｎｐｈｏｓ）、クロルチオホス（ｃｈｌｏｒｔｈｉｏｐｈｏｓ）、ト
ルクロホス－メチル（ｔｏｌｃｌｏｆｏｓ－ｍｅｔｈｙｌ）、ホセチル（ｆｏｓｅｔｙｌ
）、イプコナゾール（ｉｐｃｏｎａｚｏｌｅ）、イマザリル（ｉｍａｚａｌｉｌ）、イミ
ベンコナゾール（ｉｍｉｂｅｎｃｏｎａｚｏｌｅ）、エタコナゾール（ｅｔａｃｏｎａｚ
ｏｌｅ）、エポキシコナゾール（ｅｐｏｘｉｃｏｎａｚｏｌｅ）、シプロコナゾール（ｃ
ｙｐｒｏｃｏｎａｚｏｌｅ）、ジニコナゾール（ｄｉｎｉｃｏｎａｚｏｌｅ）、ジフェノ
コナゾール（ｄｉｆｅｎｏｃｏｎａｚｏｌｅ）、テトラコナゾール（ｔｅｔｒａｃｏｎａ
ｚｏｌｅ）、テブコナゾール（ｔｅｂｕｃｏｎａｚｏｌｅ）、トリアジメノール（ｔｒｉ
ａｄｉｍｅｎｏｌ）、トリアジメホン（ｔｒｉａｄｉｍｅｆｏｎ）、トリチコナゾール（
ｔｒｉｔｉｃｏｎａｚｏｌｅ）、トリフォリン（ｔｒｉｆｏｒｉｎｅ）、ビテルタノール
（ｂｉｔｅｒｔａｎｏｌ）、ビニコナゾール（ｖｉｎｉｃｏｎａｚｏｌｅ）、フェナリモ
ル（ｆｅｎａｒｉｍｏｌ）、フェンブコナゾール（ｆｅｎｂｕｃｏｎａｚｏｌｅ）、フル
オトリマゾール（ｆｌｕｏｔｒｉｍａｚｏｌｅ）、フルコナゾール－シス（ｆｕｒｃｏｎ
ａｚｏｌｅ－ｃｉｓ）、フルシラゾール（ｆｌｕｓｉｌａｚｏｌｅ）、フルトリアホル（
ｆｌｕｔｒｉａｆｏｌ）、ブロムコナゾール（ｂｒｏｍｕｃｏｎａｚｏｌｅ）、プロピコ
ナゾール（ｐｒｏｐｉｃｏｎａｚｏｌｅ）、ヘキサコナゾール（ｈｅｘａｃｏｎａｚｏｌ
ｅ）、ペフラゾエート（ｐｅｆｕｒａｚｏａｔｅ）、ペンコナゾール（ｐｅｎｃｏｎａｚ
ｏｌｅ）、ミクロブタニル（ｍｙｃｌｏｂｕｔａｎｉｌ）、メトコナゾール（ｍｅｔｃｏ
ｎａｚｏｌｅ）、カルベンダジン（ｃａｂｅｎｄａｚｉｎ）、デバカルブ（ｄｅｂａｃａ
ｒｂ）、プロチオカーブ（ｐｒｏｔｈｉｏｃａｒｂ）、ベノミル（ｂｅｎｏｍｙｌ）、マ
ネブ（ｍａｎｅｂ）、ＴＰＮ（ＴＰＮ）、イソプロチオラン（ｉｓｏｐｒｏｔｈｉｏｌａ
ｎｅ）、イプロジオン（ｉｐｒｏｄｉｏｎｅ）、イミノクタジン（ｉｍｉｎｏｃｔａｄｉ
ｎｅ－ａｌｂｅｓｉｌ）、イミノクタジン酢酸塩（ｉｍｉｎｏｃｔａｄｉｎｅ－ｔｒｉａ
ｃｅｔａｔｅ）、エチリモル（ｅｔｈｉｒｉｍｏｌ）、エトリジアゾール（ｅｔｒｉｄｉ
ａｚｏｌｅ）、オキサジキシル（ｏｘａｄｉｘｙｌ）、オキシカルボキシン（ｏｘｙｃａ
ｒｂｏｘｉｎ）、オキソリニック酸（ｏｘｏｌｉｎｉｃ　ａｃｉｄ）、オフレース（ｏｆ
ｕｒａｃｅ）、カスガマイシン（ｋａｓｕｇａｍｙｃｉｎ）、カルボキシン（ｃａｒｂｏ
ｘｉｎ）、キャプタン（ｃａｐｔａｎ）、クロジラコン（ｃｌｏｚｙｌａｃｏｎ）、クロ
ベンチアゾン（ｃｈｌｏｂｅｎｔｈｉａｚｏｎｅ）、シプロジニル（ｃｙｐｒｏｄｉｎｉ
ｌ）、シプロフラム（ｃｙｐｒｏｆｕｒａｍ）、ジエトフェンカルブ（ｄｉｅｔｈｏｆｅ
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ｎｃａｒｂ）、ジクロフルアニド（ｄｉｃｈｌｏｆｌｕａｎｉｄ）、ジクロメジン（ｄｉ
ｃｌｏｍｅｚｉｎｅ）、ジネブ（ｚｉｎｅｂ）、ジメチリモル（ｄｉｍｅｔｈｉｒｉｍｏ
ｌ）、ジメトモルフ（ｄｉｍｅｔｈｏｍｏｒｐｈ）、ジメフルアゾール（ｄｉｍｅｆｌｕ
ａｚｏｌｅ）、チアベンダゾール（ｔｈｉａｂｅｎｄａｚｏｌｅ）、チオフェネート－メ
チル（ｔｈｉｏｐｈａｎａｔｅ－ｍｅｔｈｙｌ）、チフルザミド（ｔｈｉｆｌｕｚａｍｉ
ｄｅ）、テクロフタラム（ｔｅｃｌｏｆｔａｌａｍ）、トリアゾキシド（ｔｒｉａｚｏｘ
ｉｄｅ）、トリクラミド（ｔｒｉｃｌａｍｉｄｅ）、トリシクラゾール（ｔｒｉｃｙｃｌ
ａｚｏｌｅ）、トリデモルフ（ｔｒｉｄｅｍｏｒｐｈ）、トリフルミゾール（ｔｒｉｆｌ
ｕｍｉｚｏｌｅ）、バリダマイシンＡ（ｖａｌｉｄａｍｙｃｉｎ　Ａ）、ヒメキサゾール
（ｈｙｍｅｘａｚｏｌ）、ピラカルボリド（ｐｙｒａｃａｒｂｏｌｉｄ）、ピラゾホス（
ｐｙｒａｚｏｐｈｏｓ）、ピリフェノックス（ｐｙｒｉｆｅｎｏｘ）、ピリメタニル（ｐ
ｙｒｉｍｅｔｈａｎｉｌ）、ピロキロン（ｐｙｒｏｑｕｉｌｏｎ）、フェリムゾン（ｆｅ
ｒｉｍｚｏｎｅ）、フェンピクロニル（ｆｅｎｐｉｃｌｏｎｉｌ）、フェンプロピジン（
ｆｅｎｐｒｏｐｉｄｉｎ）、フェンプロピモルフ（ｆｅｎｐｒｏｐｉｍｏｒｐｈ）、フサ
ライド（ｆｔｈａｌｉｄｅ）、フラメトピル（ｆｕｒａｍｅｔｐｙｒ）、フララキシル（
ｆｕｒａｌａｘｙｌ）、フルアジナム（ｆｌｕａｚｉｎａｍ）、フルカルバニル（ｆｕｒ
ｃａｒｂａｎｉｌ）、フルキンコナゾール（ｆｌｕｑｕｉｎｃｏｎａｚｏｌｅ）、フルジ
オキソニル（ｆｌｕｄｉｏｘｏｎｉｌ）、フルスルファミド（ｆｌｕｓｕｌｆａｍｉｄｅ
）、フルトラニル（ｆｌｕｔｏｌａｎｉｌ）、ブチオベート（ｂｕｔｉｏｂａｔｅ）、プ
ロクロラズ（ｐｒｏｃｈｌｏｒａｚ）、プロシミドン（ｐｒｏｃｙｍｉｄｏｎｅ）、プロ
ベナゾール（ｐｒｏｂｅｎａｚｏｌｅ）、ベナラキシル（ｂｅｎａｌａｘｙｌ）、ベノダ
ニル（ｂｅｎｏｄａｎｉｌ）、ペンシクロン（ｐｅｎｃｙｃｕｒｏｎ）、ミクロゾリン（
ｍｙｃｌｏｚｏｌｉｎ）、メタラキシル（ｍｅｔａｌａｘｙｌ）、メトスルホバックス（
ｍｅｔｓｕｌｆｏｖａｘ）、メトフロキサム（ｍｅｔｈｆｕｒｏｘａｍ）、メパニピリム
（ｍｅｐａｎｉｐｙｒｉｍ）、メプロニル（ｍｅｐｒｏｎｉｌ）、クレソキシム－メチル
（ｋｒｅｓｏｘｉｍ－ｍｅｔｈｙｌ）、アゾキシストロビン（ａｚｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ
）、メトミノストロビン（ＳＳＦ－１２６）、カルプロパミド（ｃａｒｐｒｏｐａｍｉｄ
）、アシベンゾラル－Ｓ－メチル（ａｃｉｂｅｎｚｏｌａｒ－Ｓ－ｍｅｔｈｙｌ）、オリ
サストロビン（ｏｒｙｓａｓｔｒｏｂｉｎ）、ピラクロストロビン、ベンチアバリカルブ
、ボスカリド（ｂｏｓｃａｌｉｄ）、メトラフェノン（ｍｅｔｒａｆｅｎｏｎｅ）、フル
オキサストロビン（ｆｌｕｏｘａｓｔｒｏｂｉｎ）、プロキナジド（ｐｒｏｑｕｉｎａｚ
ｉｄ）、フルモルフ（ｆｌｕｍｏｒｐｈ）、プロチオコナゾール（ｐｒｏｔｈｉｏｃｏｎ
ａｚｏｌｅ）、ペンチオピラド（ｐｅｎｔｈｉｏｐｙｒａｄ）、フルオピコリド（ｆｌｕ
ｏｐｉｃｏｌｉｄｅ）、アムスルドール（ａｍｓｕｌｄｏｌｅ）、ＳＹＰ－Ｚ０７１、Ｍ
ＴＦ－７５３
【００５８】
　上記した「他の農薬活性成分」はいずれも公知の農薬活性成分である。他の農薬活性成
分は組成物中に一種または二種以上（好ましくは一種以上、三種以下）を含有していても
よい。
【００５９】
　本発明の組成物は、哺乳動物および作物に対して良好な安全性を有しながら、多くの種
類の害虫（昆虫綱以外の節足動物も含む）に高い殺虫活性を有している。
　一般に、２種類以上の殺虫性化合物を混合して薬効増強、あるいは防除対象害虫の拡大
を狙う場合、それぞれの化合物を単体で使用する際の施用量を混合して使用することを検
討するが、その場合薬害の危険性が増大することになる。本発明の混合処理では、化合物
〔Ｉ〕自体、薬害の危険性がほとんどないことから、化合物〔ＩＩ〕を単体で処理する場
合と比較して混合処理による薬害危険性の増加は実質的には無視できる。さらに相乗効果
により片方もしくは両方の薬量を単体での使用量から減少させることができるため、薬害
の危険度はより低下する。
【００６０】
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　本発明の組成物は、具体的には、例えば下記のような害虫の防除に適用できる。
　すなわち、ナガメ（Ｅｕｒｙｄｅｍａ　ｒｕｇｏｓｕｍ）、イネクロカメムシ（Ｓｃｏ
ｔｉｎｏｐｈａｒａ　ｌｕｒｉｄａ）、ホソヘリカメムシ（Ｒｉｐｔｏｒｔｕｓ　ｃｌａ
ｖａｔｕｓ）、ナシグンバイ（Ｓｔｅｐｈａｎｉｔｉｓ　ｎａｓｈｉ）、ヒメトビウンカ
（Ｌａｏｄｅｌｐｈａｘ　ｓｔｒｉａｔｅｌｌｕｓ）、トビイロウンカ（Ｎｉｌａｐａｒ
ｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）、ツマグロヨコバイ（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｃｉｎｃｔｉ
ｃｅｐｓ）、ヤノネカイガラムシ（Ｕｎａｓｐｉｓ　ｙａｎｏｎｅｎｓｉｓ）、ダイズア
ブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、ニセダイコンアブラムシ（Ｌｉｐａｐｈｉ
ｓ　ｅｒｙｓｉｍｉ）、ダイコンアブラムシ（Ｂｒｅｖｉｃｏｒｙｎｅ　ｂｒａｓｓｉｃ
ａｅ）、ワタアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）、モモアカアブラムシ（Ｍｙ
ｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）、ジャガイモヒゲナガアブラムシ（Ａｕｌａｃｏｒｔｈｕｍ
　ｓｏｌａｎｉ）、ユキヤナギアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｓｐｉｒａｅｃｏｌａ）、タバ
ココナジラミ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）、オンシツコナジラミ（Ｔｒｉａｌｅｕ
ｒｏｄｅｓ　ｖａｐｏｒａｒｉｏｒｕｍ）、セジロウンカ（Ｓｏｇａｔｅｌｌａ　ｆｕｒ
ｃｉｆｅｒａ）、チャノミドリヒメヨコバイ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｏｎｕｋｉｉ）、クワ
コナカイガラムシ（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｕｓ　ｃｏｍｓｔｏｃｋｉ）、ミカンコナカイガ
ラムシ（Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｃｉｔｒｉ）、イセリアカイガラムシ（Ｉｃｅｒｙａ
　ｐｕｒｃｈａｓｉ）、チャバネアオカメムシ（Ｐｌａｕｔｉａ　ｓｔａｌｉ）、トゲジ
ラホシカメムシ（Ｅｙｓａｒｃｏｒｉｓ　ｐａｒｖｕｓ）等の半翅目害虫、例えばハスモ
ンヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｕｒａ）、コナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌ
ｏｓｔｅｌｌａ）、モンシロチョウ（Ｐｉｅｒｉｓ　ｒａｐａｅ　ｃｒｕｃｉｖｏｒａ）
、ニカメイガ（Ｃｈｉｌｏ　ｓｕｐｐｐｒｅｓｓａｌｉｓ）、タマナギンウワバ（Ａｕｔ
ｏｇｒａｐｈａ　ｎｉｇｒｉｓｉｇｎａ）、タバコガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ａｓｓ
ｕｌｔａ）、アワヨトウ（Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｓｅｐａｒａｔａ）、ヨトウガ（Ｍ
ａｍｅｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、リンゴコカクモンハマキ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅ
ｓ　ｏｒａｎａ　ｆａｓｃｉａｔａ）、ワタノメイガ（Ｎｏｔａｒｃｈａ　ｄｅｒｏｇａ
ｔａ）、コブノメイガ（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｒｏｃｉｓ　ｍｅｄｉｎａｌｉｓ）、ジャガ
イモガ（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｏｐｅｒｃｕｌｅｌｌａ）、ネッタイメイチュウ（Ｃ
ｈｉｌｏ　ｐｏｌｙｃｈｒｙｓｕｓ）、サンカメイガ（Ｔｙｐｏｒｙｚａ　ｉｎｃｅｒｔ
ｕｌａｓ）、シロイチモジヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕａ）、カブラヤガ
（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｓｅｇｅｔｕｍ）、タマナヤガ（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｉｐｓｉｌｏｎ）
、オオタバコガ（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ａｒｍｉｇｅｒａ）、タバコバッドワーム（Ｈｅ
ｌｉｏｔｈｉｓ　ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ）、ボールワーム（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｚｅａ）
、フタオビコヤガ（Ｎａｒａｎｇａ　ａｅｎｅｓｃｅｎｓ）、ヨーロピアンコーンボーラ
ー（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）、アワノメイガ（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｆｕ
ｒｎａｃａｌｉｓ）、イネツトムシ（Ｐａｒｎａｒａ　ｇｕｔｔａｔａ）、チャノコカク
モンハマキ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｓｐ．）、チャノホソガ（Ｃａｌｏｐｔｉｌｉａ　
ｔｈｅｉｖｏｒａ）、キンモンホソガ（Ｐｈｙｌｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｒｉｎｇｏｎｅ
ｅｌｌａ）、モモシンクイガ（Ｃａｒｐｏｓｉｎａ　ｎｉｐｏｎｅｎｓｉｓ）、ナシヒメ
シンクイ（Ｇｒａｐｈｏｌｉｔａ　ｍｏｌｅｓｔａ）、コドリングモス（Ｃｙｄｉａ　ｐ
ｏｍｏｎｅｌｌａ）等の鱗翅目害虫、例えばニジュウヤホシテントウ（Ｅｐｉｌａｃｈｎ
ａ　ｖｉｇｉｎｔｉｏｃｔｏｐｕｎｃ　ｔａｔａ）、ウリハムシ（Ａｕｌａｃｏｐｈｏｒ
ａｆｅｍｏｒａｌｉｓ）、キスジノミハムシ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｓｔｒｉｏｌａ
ｔａ）、イネドロオイムシ（Ｏｕｌｅｍａ　ｏｒｙｚａｅ）、イネゾウムシ（Ｅｃｈｉｎ
ｏｃｎｅｍｕｓ　ｓｑｕａｍｅｕｓ）、イネミズゾウムシ（Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ
　ｏｒｙｚｏｐｈｉｌｕｓ）、ワタミゾウムシ（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｇｒａｎｄｉｓ
）、アズキゾウムシ（Ｃａｌｌｏｓｏｂｒｕｃｈｕｓ　ｃｈｉｎｅｎｓｉｓ）、シバオサ
ゾウムシ（Ｓｐｈｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｖｅｎａｔｕｓ）、マメコガネ（Ｐｏｐｉｌｌｉ
ａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）、ドウガネブイブイ（Ａｎｏｍａｌａ　ｃｕｐｒｅａ）、コーン
ルートワームの仲間（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｐ．）、コロラドハムシ（Ｌｅｐｔｉ



(17) JP 5341925 B2 2013.11.13

10

20

30

40

50

ｎｏｔａｒｓａ　ｄｅｃｅｍｌｉｎｅａｔａ）、コメツキムシの仲間（Ａｇｒｉｏｔｅｓ
　ｓｐｐ．）、タバコシバンムシ（Ｌａｓｉｏｄｅｒｍａ　ｓｅｒｒｉｃｏｒｎｅ）、ヒ
メマルカツオブシムシ（Ａｎｔｈｒｅｎｕｓ　ｖｅｒｂａｓｃｉ）、コクヌストモドキ（
Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｃａｓｔａｎｅｕｍ）、ヒラタキクイムシ（Ｌｙｃｔｕｓ　ｂｒｕ
ｎｎｅｕｓ）、ゴマダラカミキリ（Ａｎｏｐｌｏｐｈｏｒａ　ｍａｌａｓｉａｃａ）、マ
ツノキクイムシ（Ｔｏｍｉｃｕｓ　ｐｉｎｉｐｅｒｄａ）等の甲虫目害虫、例えばイエバ
エ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）、アカイエカ（Ｃｕｌｅｘ　ｐｏｐｉｅｎｓ　ｐ
ａｌｌｅｎｓ）、ウシアブ（Ｔａｂａｎｕｓ　ｔｒｉｇｏｎｕｓ）、タマネギバエ（Ｄｅ
ｌｉａ　ａｎｔｉｑｕａ）、タネバエ（Ｄｅｌｉａ　ｐｌａｔｕｒａ）、シナハマダラカ
（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｉｎｅｎｓｉｓ）、イネハモグリバエ（Ａｇｒｏｍｙｚａ　ｏ
ｒｙｚａｅ）、イネヒメハモグリバエ（Ｈｙｄｒｅｌｌｉａ　ｇｒｉｓｅｏｌａ）、イメ
キモグリバエ（Ｃｈｌｏｒｏｐｓ　ｏｒｙｚａｅ）、ウリミバエ（Ｄａｃｕｓ　ｃｕｃｕ
ｒｂｉｔａｅ）、チチョウカイミバエ（Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　ｃａｐｉｔａｔａ）、マメ
ハモグリバエ（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｔｒｉｆｏｌｉｉ）等の双翅目害虫、例えばトノサ
マバッタ（Ｌｏｃｕｓｔａ　ｍｉｇｒａｔｏｒｉａ）、ケラ（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ　
ａｆｒｉｃａｎａ）、コバネイナゴ（Ｏｘｙａ　ｙｅｚｏｅｎｓｉｓ）、ハネナガイナゴ
（Ｏｘｙａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）等の直翅目害虫、例えばネギアザミウマ（Ｔｈｒｉｐｓ
　ｔａｂａｃｉ）、ミナミキイロアザミウマ（Ｔｈｒｉｐｓ　ｐａｒｍｉ）、ミカンキイ
ロアザミウマ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）、イネアザミ
ウマ（Ｂａｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｂｉｆｏｒｍｉｓ）、チャノキイロアザミウマ（Ｓｃｉ
ｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｄｏｒｓａｌｉｓ）等の総翅目害虫、例えばカブラハバチ（Ａｔｈ
ａｌｉａ　ｒｏｓａｅ）、ハキリアリ（Ａｃｒｏｍｙｒｍｅｘ　ｓｐｐ．）、ファイヤー
アント（Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）等の膜翅目害虫、例えばチャバネゴキブリ（
Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ）、クロゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　
ｆｕｌｉｇｉｎｏｓａ）、ヤマトゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ｊａｐｏｎｉｃａ
）、ワモンゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｍｅｒｉｃａｎａ）等のゴキブリ科害
虫、例えばイネシンガレセンチュウ（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｂｅｓｓｅｙｉ）
、イチゴメセンチュウ（Ｎｏｔｈｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｃｒｉｓ）等の線虫類、イエ
シロアリ（Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｆｏｒｍｏｓａｎｕｓ）、ヤマトシロアリ（Ｒｅｔ
ｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｅｒａｔｕｓ）、タイワンシロアリ（Ｏｄｏｎｔｏｔｅｒ
ｍｅｓ　ｆｏｒｍｏｓａｎｕｓ）、ダイコクシロアリ（Ｃｒｙｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｄｏ
ｍｅｓｔｉｃｕｓ）等のシロアリ類等の害虫の防除に特に有効である。
【００６１】
　また、本発明の組成物は、家畜病治療の分野および畜産業において、また、脊椎動物、
例えば人間、牛、羊、ヤギ、豚、家禽、犬、猫および魚等の内部および／または外部に寄
生する節足動物や寄生虫を駆除して公衆衛生を維持するのに使用可能である。例えば該寄
生虫の中には、ヤブカ類（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ハマダラカ類（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ
　ｓｐｐ．）、イエカ類（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、ヌカカ類（Ｃｕｌｉｃｏｄｅｓ　ｓ
ｐｐ．）、イエバエ類（Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．）、ウシバエ類（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｓ
ｐｐ．）、ウマバエ類（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、サシバエ類（Ｈａｅ
ｍａｔｏｂｉａ　ｓｐｐ．）、ウシアブ類（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ブユ類（Ｓｉ
ｍｕｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、サシガメ類（Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、シラミ類（Ｐ
ｈｔｈｉｒａｐｔｅｒａ（例えばＤａｍａｌｉｎｉａ　ｓｐｐ．、Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕ
ｓ　ｓｐｐ．、Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｐｐ．））、ノミ類（例えばＣｔｅｎｏｃ
ｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｓｐｐ．、Ｘｅｎｏｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）またはイエヒメアリ（
ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｐｈａｒａｏｎｉｓ）等が挙げられる。
【００６２】
　本発明の組成物は、毒性が極めて少なく安全で、優れた農薬組成物として用いることが
できる。
　例えば、本発明の組成物を水田、畑、果樹園、非農耕地、家屋等に自体公知の方法によ
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り散布し、発生する上記害虫（有害昆虫等）に接触あるいは摂取させることにより駆除す
ることができる。また別の態様として、例えば本発明の組成物を上記した脊椎動物の内部
（体内）あるいは外部（体表面）に投与することにより該脊椎動物に寄生する節足動物や
寄生虫を駆除することができる。
【００６３】
　本発明の組成物による混合剤を具体的に施用する方法としては通常の農薬施用法と同様
の方法で用いることができる。それぞれの単独成分の製剤を施用時に混合して用いること
もできる。このような製剤の施用例として、茎葉散布、樹幹散布、ＵＬＶ散布、粒剤葉面
散布、土壌散布、土壌灌注、水面施用、土壌混和、床土混和、育苗箱処理、苗床処理、株
元処理、植溝処理、作条処理、側条施用、樹幹灌注、樹幹塗布、種子粉衣、種子浸漬、毒
餌、肥料混和または灌水用水混和等を例示することができるが、それらに限るものではな
い。本発明の組成物による混合製剤または単独成分の製剤混合物の施用時期は、種子、種
芋または球根等に処理する場合は、それらを植え付ける前の任意の時期でよく、土壌に処
理する場合は、播種時、育苗期間中、あるいは苗の植え付け時が効率的であるが、植え付
け後の生育期間でも処理することができ、茎葉散布する場合は、育苗期間でも本圃での生
育期間でもよい。
【００６４】
　本発明の組成物による混合製剤または単独成分の製剤混合物を混和した育苗用の培土に
播種する場合またはその培土を用いて仮植する場合、あるいは播種時を含む育苗期間中に
土壌への溶液灌注または粒剤の散布によって処理する場合は、育苗期間中に発生する害虫
も防除することができる。
【００６５】
　苗植え付け時の処理方法としては、植え付け前に圃場全面混和あるいは畝の土壌に混和
して処理することができ、植え穴に粒剤を散布あるいは溶液を灌注してもよい。さらに苗
植え付け後、直ちに株元に粒剤を処理してもよく、また株元に溶液を灌注してもよい。
　栽培圃場への播種によって栽培する作物では、種子処理ばかりではなく、播種前に圃場
全面混和あるいは畝への土壌に混和して処理することができる。
【００６６】
　本発明の組成物は、天敵微生物製剤との混用、天敵生物（寄生蜂や補食性甲虫等の天敵
昆虫、補食性ダニ、寄生性センチュウ、昆虫病原性微生物等）との併用、昆虫フェロモン
との併用、遺伝子組み換え作物との併用、誘因剤や忌避剤との併用等、ＩＰＭ（Ｉｎｔｅ
ｇｒａｔｅｄ　Ｐｅｓｔ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）プログラムの推進に貢献することがで
きる。
【００６７】
　キャベツ栽培においてフェロモン利用による交信攪乱あるいは天敵昆虫を用いたコナガ
防除を例にした場合、このような防除手段は防除対象害虫の密度が高い場合は効果が低い
、あるいは全く効果がないことが知られている。本発明の組成物をキャベツの移植時に土
壌処理しコナガが低密度に抑制された圃場では、化合物〔Ｉ〕またはその塩、あるいはそ
のネオニコチノイド系化合物〔ＩＩ〕の残効が失われかけた時期に上記の交信攪乱あるい
は天敵昆虫を利用すると、交信攪乱あるいは天敵昆虫の効果がより確実となり、長期間の
確実な防除が可能となる。また、フェロモン利用による交信攪乱あるいは天敵昆虫を用い
た防除では、標的害虫以外の害虫の増殖が問題となる場合がある。このような状況で、本
発明による組成物を施用することによって、交信攪乱あるいは天敵昆虫を用いた防除で問
題となる標的外害虫の増殖が抑制でき、より優れた総合防除を提供することができる。
【００６８】
　本発明の組成物の施用量は、施用時期、施用場所、施用方法等に応じて広範囲に変える
ことができるが、一般的にはヘクタール当たり有効成分（化合物〔Ｉ〕またはその塩およ
びネオニコチノイド系化合物〔ＩＩ〕の総和）が約０．３～３，０００ｇ、好ましくは約
５０～１，０００ｇとなるように施用することが望ましい。また本発明の組成物が水和剤
である場合には、有効成分の最終濃度（化合物〔Ｉ〕またはその塩およびネオニコチノイ
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ド系化合物〔ＩＩ〕の総和）が茎葉散布では約０．１～１，０００ｐｐｍ好ましくは約１
０～２００ｐｐｍ、希釈溶液の土壌潅注では約１～１０，０００ｐｐｍ好ましくは約１０
０～２，０００ｐｐｍの範囲となるように希釈して使用すればよい。
【実施例】
【００６９】
　次に、実施例および試験例を挙げて、本発明をさらに詳しく説明する。
　以下、化合物（Ｉ－１）は２－［１－（３－クロロピリジン－２－イル）－３－トリフ
ルオロメチルピラゾール－５－イルカルボニルアミノ］－Ｎ－イソプロピル－３－メチル
安息香酸アミドを、化合物（Ｉ－２）は５－クロロ－２－［１－（３－クロロピリジン－
２－イル）－３－トリフルオロメチルピラゾール－５－イルカルボニルアミノ］－Ｎ－イ
ソプロピル－３－メチル安息香酸アミドを、化合物（Ｉ－３）は２－［１－（３－クロロ
ピリジン－２－イル）－３－クロロピラゾール－５－イルカルボニルアミノ］－Ｎ－イソ
プロピル－３－メチル安息香酸アミドを、化合物（Ｉ－４）は５－クロロ－２－［１－（
３－クロロピリジン－２－イル）－３－クロロピラゾール－５－イルカルボニルアミノ］
－Ｎ－イソプロピル－３－メチル安息香酸アミドを、化合物（Ｉ－５）は２－［３－ブロ
モ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）ピラゾール－５－イルカルボニルアミノ］－
Ｎ－イソプロピル－３－メチル安息香酸アミドを、および化合物（Ｉ－６）は２－［３－
ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）ピラゾール－５－イルカルボニルアミノ
］－５－クロロ－Ｎ－イソプロピル－３－メチル安息香酸アミドを示す。
【実施例１】
【００７０】
　化合物（Ｉ－１）５部、クロチアニジン８部、非イオン系界面活性剤（商品名：ノイゲ
ンＥＡ－１７７；第一工業製薬（株）製）０．５部、陰イオン系界面活性剤（商品名：ニ
ューカルゲンＦＳ－４；竹本油脂（株）製）２部、ポリビニルアルコール（商品名：ゴー
セノールＧＨ－１７；日本合成化学工業（株）製）２部、ブチルパラベン０．１部、水８
２．４部を高速攪拌機を用いて充分混合分散した後、粉砕機ダイノミル（シンマルエンタ
ープライズ製、１．０ｍｍガラスビーズ、充填率８０％、周速１５ｍ／ｓ）を用いて湿式
粉砕（１パス）し、フロアブル剤を得る。
【実施例２】
【００７１】
　化合物（Ｉ－２）５部、クロチアニジン８部、非イオン系界面活性剤ノイゲンＥＡ－１
７７　０．５部、陰イオン系界面活性剤ニューカルゲンＦＳ－４　１．５部、二酸化ケイ
素（商品名：アエロジルＣＯＫ８４；日本アエロジル（株）製）２部、ポリビニルアルコ
ール（商品名：ゴーセノールＧＨ－１７）２部、エチレングリコール７部、シリコン系消
泡剤（商品名：アンチホームＥ－２０；花王（株）製）０．２部、ブチルパラベン０．１
部、水７３．７部を高速攪拌機を用いて充分混合分散した後、ダイノミル（シンマルエン
タープライズ製、１．０ｍｍガラスビーズ、充填率８０％、周速１５ｍ／ｓ）を用いて湿
式粉砕（１パス）し、フロアブル剤を得た。
【実施例３】
【００７２】
　化合物（Ｉ－１）１部、クロチアニジン１部、非イオン系界面活性剤（商品名：ニュー
ポールＰＥ－６４；三洋化成工業（株）製）０．５部、アルファデンプン４部、クレー９
３．５部を均一に混合後、水５～１０部を加え混練し、０．８ｍｍφのスクリーンから押
し出して造粒する。得られる造粒物を６０℃で１時間乾燥し、粒剤を得る。
【実施例４】
【００７３】
　ニテンピラム２０部およびシクロデキストリン（商品名：トヨデリンＰ；ジェイティー
フーズ（株）製）８０部を水４００部に溶解したものを噴霧乾燥し、ニテンピラムのシク
ロデキストリン包接物Ａを得る。
　化合物（Ｉ－２）１部、シクロデキストリン包接物Ａ５部、陰イオン系界面活性剤（商
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部、クレー８２部を均一に混合後、水５～１０部を加え混練し、実施例２と同様に操作し
、粒剤を得る。
【実施例５】
【００７４】
　化合物（Ｉ－１）０．２部、クロチアニジン０．１５部、陰イオン系界面活性剤ニュー
カルゲンＥＰ－７０Ｐ　２部、凝集剤ＩＰソルベント０．２部、ホワイトカーボン１部、
クレー９６．４５部を均一に混練した後、粉砕してＤＬ粉剤を得る。
【実施例６】
【００７５】
　化合物（Ｉ－１）０．２部、実施例４で調製したシクロデキストリン包接物Ａ１．２５
部、陰イオン系界面活性剤ニューカルゲンＥＰ－７０Ｐ　２部、凝集剤ＩＰソルベント０
．２部、ホワイトカーボン１．５部、クレー９４．８５部を均一に混練した後、粉砕して
ＤＬ粉剤を得る。
【実施例７】
【００７６】
　化合物（Ｉ－２）０．２部、イミダクロプリド０．１５部、トール油脂肪酸（商品名；
ハートールＦＡ－１；ハリマ化成（株）製）１部、凝集剤ＩＰソルベント０．２部、ホワ
イトカーボン１．５部、クレー９５．１部を均一に混練した後、粉砕してＤＬ粉剤を得る
。
【実施例８】
【００７７】
　化合物（Ｉ－４）５部、クロチアニジン８部、陰イオン系界面活性剤（商品名：ニュー
カルゲン　９８１４７ＴＸ；竹本油脂（株）製）７部、Ｎ－（ｎ－ドデシル）ピロリドン
（商品名：ＡＧＳＯＬＥＸ１２；ＩＳＰ　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＩＥＳ　ＩＮＣ．製）８０
部を均一に混合溶解し、乳剤を得る。
【００７８】
［試験例１］ハスモンヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｕｒａ）に対する餌作物浸
漬処理による殺虫効果
　供試化合物１ｍｇに対してツイーン２０（商品名）を５％含むアセトンを０．１ｍｌの
割合で加えて溶解し、５，０００倍希釈のダイン水で所定濃度に希釈調製した後、初生葉
完全展開後のダイズ葉を数秒間浸漬処理した。薬液が乾いた後、初生葉４枚を切り取り、
この葉をアイスクリームカップ（１８０ｍｌ）に入れ、ハスモンヨトウの３令幼虫１０頭
を放飼した。恒温飼育室（２５℃）中で保管し、３日後に死亡虫数を数えた。死虫率は次
の式により計算し、結果を表１に示した。
【数１】

【００７９】
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【表１】

【００８０】
　なお、２種の活性化合物の組み合わせにより得られた効果が、下記に示すコルビー（ｃ
ｏｌｂｙ）らの式により算出される予測値Ｅを超える場合、相乗効果が存在する。

【数２】

ここで、Ｅ＝活性化合物ＡおよびＢをｍおよびｎの濃度（薬量）で用いた場合の死虫率
　　　　Ｘ＝活性化合物Ａをｍの濃度（薬量）で用いた場合の死虫率
　　　　Ｙ＝活性化合物Ｂをｎの濃度（薬量）で用いた場合の死虫率をそれぞれ示す。
【００８１】
　表１に示した通り、化合物（Ｉ－２）はクロチアニジンと混合して用いることによって
、それぞれの化合物を単独で用いた場合よりも高い効果を発現し、混合による相乗作用が
認められた。
【００８２】
［試験例２］ハスモンヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｕｒａ）に対する餌作物浸
根処理による殺虫効果
　供試化合物１ｍｇに対してツイーン２０（商品名）を５％含むアセトンを０．１ｍｌの
割合で加えて溶解し、イオン交換水で所定濃度に希釈調製した薬液を、遮光した三角コル
ベン（１００ｍｌ）に注入し、初生葉展開期のダイズの根部を水道水で洗浄して土壌を取
り除いた後、浸根した。浸根５日後に初生葉２枚を切り取り、この葉をアイスクリームカ
ップ（１８０ｍｌ）に入れ、ハスモンヨトウの３令幼虫１０頭を放飼した。恒温飼育室（
２５℃）中で保管し、５日後に死亡虫数を数えた。死虫率は次の式により計算し、結果を
表２および表３に示した。
【数３】

【００８３】
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【表２】

【００８４】
【表３】

【００８５】
　表２に示した通り、化合物（Ｉ－１）はチアメトキサムと混合して用いることによって
、それぞれの化合物を単独で用いた場合よりも高い効果を発現し、混合による相乗作用が
認められた。
【００８６】
　表３に示した通り、化合物（Ｉ－６）はクロチアニジンと混合して用いることによって
、それぞれの化合物を単独で用いた場合よりも高い効果を発現し、混合による相乗作用が
認められた。
【００８７】
［試験例３］ニカメイガ（Ｃｈｉｌｏ　ｓｕｐｐｒｅｓｓａｌｉｓ）に対する薬液土壌潅
注処理による殺虫効果
　供試化合物１ｍｇに対してツイーン２０（商品名）を５％含むアセトンを０．１ｍｌの
割合で加えて溶解し、イオン交換水で所定濃度に希釈調製した後、株当り１ｍｌの薬液を
２．５～３葉期のイネ稚苗（５～６本／株のペーパーポット植え）の土壌表面に潅注処理
した。２日後土壌表面から約２ｃｍ上部で茎を切断し試験管に入れ、ニカメイガ３令幼虫
１０頭を放飼した。恒温飼育室（２５℃）中で保管し、４日または５日後に生存虫数を数
えた。死虫率は次の式により計算し、結果を表４および表５に示した。
【数４】

【００８８】
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【表４】

【００８９】
【表５】

【００９０】
　表４に示した通り、化合物（Ｉ－１）はクロチアニジンと混合して用いることによって
、それぞれの化合物を単独で用いた場合よりも高い効果を発現し、混合による相乗作用が
認められた。
【００９１】
　表５に示した通り、化合物（Ｉ－５）はジノテフランと混合して用いることによって、
それぞれの化合物を単独で用いた場合よりも高い効果を発現し、混合による相乗作用が認
められた。
【００９２】
［試験例４］コナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）に対する薬液土壌潅注
処理による殺虫効果
　供試化合物１ｍｇに対してツイーン２０（商品名）を５％含むアセトンを０．１ｍｌの
割合で加えて溶解し、イオン交換水で３ｍｌに定容した。各薬液をセルトレー植えのキャ
ベツ（土壌容量２４ｍｌ）の株元土壌表面に潅注処理した。４日後に地上部を切断しプラ
スチック製カップに入れ、コナガ２令幼虫１０頭を放飼した。恒温飼育室（２５℃）中で
保管し、４日後に生存虫数を数えた。死虫率は次の式により計算し、結果を表６および表
７に示した。
【数５】

【００９３】
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【表６】

【００９４】
【表７】

【００９５】
　表６に示した通り、化合物（Ｉ－２）はジノテフランと混合して用いることによって、
それぞれの化合物を単独で用いた場合よりも高い効果を発現し、混合による相乗作用が認
められた。
【００９６】
　表７に示した通り、化合物（Ｉ－３）はジノテフランと混合して用いることによって、
それぞれの化合物を単独で用いた場合よりも高い効果を発現し、混合による相乗作用が認
められた。
【００９７】
［試験例５］
コナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）に対する餌作物浸漬処理による殺虫
効果
　供試化合物１ｍｇに対してツイーン２０（商品名）を５％含むアセトンを０．１ｍｌの
割合で加えて溶解し、５，０００倍希釈のダイン水で所定濃度に希釈調製した後、キャベ
ツの本葉１枚を葉柄部で切り取り、薬液に数秒間浸漬処理した。薬液が乾いた後、葉をア
イスクリームカップ（１８０ｍｌ）に入れ，コナガの２令幼虫１０頭を放飼した。恒温飼
育室（２５℃）中で保管し、４日後に死亡虫数を数えた。死虫率は次の式により計算し、
結果を表８に示した。
【数６】

【００９８】
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【表８】

【００９９】
　表８に示した通り、化合物（Ｉ－４）はチアメトキサムと混合して用いることによって
、それぞれの化合物を単独で用いた場合よりも高い効果を発現し、混合による相乗作用が
認められた。
【産業上の利用可能性】
【０１００】
　本発明の組成物は、農園芸用の殺虫剤として利用することができる。
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